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ハ假 令培 養 陰 性 ナ リ トモ必 ズ何 等 ヵ ノ主 観 的 、

客 観 的 結 核 性 苫 訴 テ有 セル モ ノニ シテ、 何 等 ノ

病 感 、 著 明 ナ ル所 見 テ伴 ハ ザ ル最 モ褄 期 ノ結 核

ヲ取扱 ヘ ル トハ聯 力趣 ヲ異 ニ ス ル コ トニ留 意 ス

ベ キナ リ。

2.「VJ線 爲 眞撮 影 法 二就 テ

今 日胸 部 「レ ン トゲ ン」撮 影 法 ト シテ李 面 撮 影 ア

リ、 立 盟 爲 眞 ア リ、 更 二特 殊 ナ ル モ ノ ト シテ断

面 撮 影 法 存 ス。 暫 グ し」線 動 態 爲 眞法 、 活動 爲

眞 法 テ論 ぜ ズ ト爲 スモ、 前 三 者 ハ肺 二 於 ケル結

核性 病 攣 ラ 知 ル 上 二 各 々特 徴 テ 有 ス ル アル ナ

リ轟

而 シテ本 報 告 二於 テ著 者 ハ敢 テー 般 二行 ハ ル ・

成

所謂直接李面撮影法テ最初探用 スルコト・ナセ

リ。蓋 シ此方法ハ最モ簡易ユ シテ特殊装置ラ要

セザルコ トニ依 リ今 日最モ汎 ク世二流布スル所

ナ レバナ リ

3.喀 疾培養法

喀疲 ノ培養ハ 岡。片倉ソ培地二依 リ、 撮影當時

少 クトモ藪 日聞中2回 以上重複培養セリ。 ソノ

個々 ノ場合二於ケル同薮ハ表申二之テ示セルガ

如 シ、

培養時ハ早期 ヲ選 ビ、探取前 口申ラ豫 メ含漱二

依 リ清掃 セシメタル後喀疲 テ喀出セシメタリ。

被検全例 二就キソノ診蜥名胸部 「し」線撮影所見

培養成績ヲ掲出スルニ次 ノ如 クナリ。

績

第 一節

今 培 養 陽 性 ナ リ シモ ノ ノ ミテ 集 メ(1回 ナ リ ト

モ陽 性 ナ リ シバ 凡 テ 陽 性 トシ テ取 扱 ヘ リ)、 諸

例 二於 ケ ル胸 部 「レ ン トゲ ンJ影像 テ分 類 一括 シ

テ掲 グ ル ニ避欠ノ如 シ、

1>細 葉 性 結 節 性 影 像 ヲ認 メ シム ル モ ノ102例

此 中 ニ ハ左 心臓 縁 二隠 レタ ル モ ノニ シテ患 者 ノ

身艦 テ斜 二 向 ケ シメ タ ル コ トニ ヨ リ登 見 セル モ

ノ1例 存 スe

結 節 ノ大 サバ 實 二 所 謂 細 葉 性 結 節 トモ稽 セ ラ レ

ル モ ノ ヨ リ、 更 二癒 合 シテ或 ハ碗 豆大 、 騒 豆大

二及 ブ.各 種 ノモ ノ 凡 テ ヲ 之 二 包括 セ シメ タ

リ。尚 此 中明 カニ室 洞 テ襲 見 セ ル モ ノハ漸 ク12

例 テ算 ヘ タ ルニ 止 マ レ リ。

2)石 灰 化 竈 カナ リニ認 メ ラ レタル モ、 仔 細 二

之 テ検 ス レバ同 時 二細 葉 性 結 節 明 カニ認 メラ レ

タ ル モ ノ4例e

3)良 好 ナ ル経 過 ヲ ト リタル肺 浸 潤 ニ シテ融 襲

喀疾培養陽性 ナルモノニ於 ケノレ影像 ト例薮

状 テ呈 ス ル ヲ主 ナ ル所 見 トナ シ タ'ルモ、仔 細 二

之 ヲ検 ス レバ同 ジ ク細 葉 性 結 節 ヲ嚢 見 シ得 タリ

シモ ノ4例e

4)刷 毛 ニ テ刷 キ タル ガ如 キー 様:一淡 キ禰 蔓性

造 構 テ示 セ シモ ノ4例.

5>比 較 的 大 ナ ル播 種 状 斑 黙 影像 テ認 メ タルモ

ノ1例 。

6>特 異 ナ ル杏 實 大 影 像 ニ シテ栗 毛毬 ラ見 ル ガ

如 カ リ シモ ノ1例 。

7>早 期 浸 潤 像 テ認 メ タ ル モ ノ1例 。

8)畢 二病 竈 ノ所 在 テ明 カ ニ ナ シ得 ザ リ シモ ノ

1例(但 シ本例 ハ 培 養 回敷 四 同 中 唯 一 同 二 於 テ

陽 性 ナ リキ〉。

以 上 肺 浸 潤 ・… シテ禰 蔓 性 影 像 ヲ有 シタル4例

5病 竈 所 在不 明 ナ リ シ1例 ラ除 キ他 ノ全例 二於

テ兎 モ角 結 節 牲斑 黙 ヲ認 メ タル ヲ著 シキ特徴 ト

ナ シ得 ベ シ.

第二節 喀疾培養陰性 ナルモノニ於 ケノン影像 ト例 敷

培 養 陰 性 ナ リ シモ ノ バ ヲ集 メ。 諸 例 二於 ケル

胸 部 「レ ン トゲ ン 艇 像 テ分 類 一 括 シテ掲 グル ニ

そ欠 ノ如 シ。

1>高 度 叉 ハ輕 度 ノ肋 膜 癒 著 影像 ノ ミテ認 メ タ

ル モ ノ29を 殉。

2>肺 門影 像 ノ ミラ主 トスル モ ノ40例 。



第10號 】 園部=喀 痩培養 ヨリ見タル胸部 「レントゲ ン」李面撮影窩眞 ノ誼影 二就 テ 鵬

此 中肺 門影 像 顯 著 ナ ル モ ノ27例 、 叉 顕 著 ナ ル

所見 ナ カ リ シモ ソ ノ他 結核 性 症 状 ノ存 セ シモ ノ

13例c

3)気 管 支 周 園 炎 ノ 像 ラ 認 メ シム ル モ ノ、19

例 。

4>石 ノ天{ヒ像 ノ 竃ヲ認 メ タ ノレモ ノ14例0

5)早 期 浸 潤 像 乃 至肺 炎浸 潤 像 ヲ認 メ タ ル モ ノ

8例a

6)最 初 著 明 ノ 肺 浸 潤 ヲ 認 メ タル モ ノ、26例

inclurativ二 車專化 セ ル モ ノ4例 、 輩 二淡 キ;影 ト

化 セル モ ノ7例 、 光芒 黙 ト化 セ シモ ノ2例 、搬

髪状 トナ レル モ ノ8例 、 浸潤 線 消 失拉 ニ ソノ範

固著 シ ク縮 少 セ ル モ ノ各 々1例 、 石灰 化 傾 向 ラ

認 メ タル モ ノ2例 。

7)細 葉 性結 節 性影 像 テ認 メ シ メ、 陽 性 ナ ルベ

キテ疑 ハ シメ タル モ ノ8例0

8)血 行播 種 ノ像 ラ認 メ シメ タル モ ノ1例 。

以 上145例 中5/7'8/17例 ヲ除 ケバ128例1

88.3%二 於 テ分 明 ナ ル結 節{象ヲ認 メ得 ザ リ シモ

ノニ屡 セ リn

今結節 ヲ認 メ得 タル そ ノ ニ シテ培 養 陰 性 二終 リ

シ8例 二關 シ暫 ク ソ ノ状 態 ヲ追 及 スル ニ次 ノ如

クナ リ。

慶Pチ1、i一 、

ノ4例 ノ・病 竃 ノ大 サ モ小節 園 二上 マ リt間 モ ナ

ク其 ノ他 臨 林 症 状 ノ消 失 ヲ來 シ退 所 セ ル モ ノニ

シテ、是 等 ノ者 ハ ヨ ク包 埋 セ ラ レタル結 核 性 攣

化 ナ リ シコ トヲ想 像 セ シム必 然 ル ニ1■ ■■■例

総

乃 チ以上 ヲ 綜 合 シテ 次 ノ如 ク 結 論 スル テ得 ベ

シ。 臨休 的 二何 等 カ ノ活 動 性 結 核 症 状 ラ認 ム ル

入所結核 性 疾 患 者 二於 テ1

1>大 小 ノ結 節(細 葉 性結 節 叉 ハ ソ ノ癒 合)ヲ 有

シ、経過 結 核 ヲ思 ハ シム ル モ ノノ多 クハ培 養 陽

性 ナ リ。

(120例 中112例 即 チ93.3%〉 ・

石灰化 傾 向強 キそ ノil又 顯 著 ナ ル搬 髪 状 化 ヲ・認

メ シム ル ト難 モ之 ト同時 二多 少 ナ リ トモ斑 黙 影

ハ 其 ノ後 廣 汎 ナ ル肺 野 二浸潤 ヲ來 シ培 養 所 見 同

時 二陽性 二軸 化 セ ルハ 雷 初 雪 ク包 埋 セ ラ レ タル

結 核 病 攣 ノ急 激 ナ ル増 悪 テ意 味 シr■ 例 ト

共 二 幾 許 モ ナ ク死 ノ轄 蹄 ヲ トUリ 。 後 者 二於 テ

此 際 死 ノ直 前 迄培 養 陰 性 ナ リ シノ、今 日爾 余 ノ不

可 思 議 トス ル所 ナ リ。

一 例 八間 モ ナ ク{熱性 腹膜 炎 ラ惹起 シ我 々

ノ観 察 ノ手 ヲ離 レ タ リ。 例 ハ 其 ノ後

胸部 ノ獲 化 寧 ロ悪 化 シ ツ ・アル ニ不 拘 猶培 養 陰

性 ニ シテ観 察 中 ノモ ノニ屡 ス。 但 シ自彊 症 状 ハ

全 ク缶突如 セ リc

之 テ要 スル ニ細 葉 性 結 節 テ認 ムル モ ノ ノ申 三 八

全 ク包 埋 セ ラ レテ菌 ノ排泄 ヲ見 ザ ル モ ノ叉 ハ斯

ル時期 二相 當 セル モ ノノ多 ク存 スル アル デ知 り

得 ベ シ。

8例 中結 核 性 苦 訴 テ有 シタル モ ノノ・漸 ク ソ ノ孚

撒4例 テ算 フル ノ ミニ シ テi是 等 ノ中 ニ アリ テ

そ■ 例 ノ如 キ ハeinwandsfrei二 肺 結 核.....

属 セ シや否 や疑 ハ シ久 一 レ ・観 察 期

間 短 キモ ノ、 ハ腹 膜 炎 ニ テ引 取 リ タル

モ ノ、 残 ル 例 ノ ミが聞 モナ ク廣 汎 ナ ル

肺 結 核 二移 行 セル 宅 ノナ リ。 而 シテ後 者ソ・叉 之

ト同 時 二勿 論 結 核 菌 テ喀出 スル ニ至 レ リ。 以 テ

数 回 ノ検 査 デ施 シ培 養 陰 性 ナ ルモ ノノ囁 養 テ守

ル限 り如 何 二良 好 ナ ル経 過 テ探 ル カ テ知 り得 ベ

ク、 此 種 ノ例 が入所 者 中砂 カ リ シノ・以 テ斯 ル モ

ノ が如 何 三顧 躰:的苫 訴 チ俘 フ コ ト寡 キ カ テ知 ラ

シム ルモ ノナ リa

括

像 ヲ有 ス レバ 此 中 二人 ル0

2)然 レ共 ソ ノ反 面 、残 絵 ノ比 較 的 少 敷 初!乃 チ

8例/ニ ア リテハ数 回 培 養 ヲ 行 フ ト難 モ 陰 性 二

終 レ リa漸 ノ如 キ ハ鏡 検 二依 ル モ將 文 集 菌 二依

ル モ亦 等 シク陰 性 ナ リキ0

3>主 トシテ肺 ノ禰 蔓 性陰 影 ヲ呈 ス ル少数 ノ例

二 於 テ モ(4例/亦 陽 性 ナ ル モ ノア リキ.

4)a)肋 膜 癒 著 影像 ノ ミヲ認 ム ル モ ノ

b)所 謂肺 門陰=影 ノ ミテ認 ム ル モ ノ
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c>氣 管 支 周 園 炎像 ラ有 ス ル モ ノ

d/明 瞭 ナ ル石灰 化 像 ノ ミ テ認 ム ルモ ノ

以 上 ハ敦 レモ喀 疲 培 養 陰 姓 二終 ラ ン。

5)常 初 比 較 的 廣 汎 ナ ル浸 潤 テ認 メ タル モ ノ

a)速 カニ舞震襲 状 トナ レル モ ノ

効 明瞭 二 石灰 化 セ ル モ ノ

ニ シテ結 節 テ認 メザ ル モ ノハ 培 養 陰 性 ナ リ。

6)純 梓 ナ ル血 行播 種 影 像 二囑 セ シモ ノハ 陰 性

ナ リ。

7)早 期浸潤像 テ認 ムルモノノ活動状態ノ・培養

二依ツテ決 スペキナリ昏

附、田村氏集菌法 ノ贋値

余ハ軍ナル啄疾塗抹鏡検法、集菌法(田 村氏法)、

岡・片倉培地培養法テ入所中 ノ患者94名 二就 キ

結

弦 二於 テ 以 上 ノ 心得 ノ下 二、 撮 影 セ ル「レ ン ト

ゲ ンJ窟 眞 ラ速 カニ観 察 シ(但 シ常 ノ奉 面 撮 影 ノ

場 合 ヲ云 フ)、 開 放 性 ・非 開 放 性 ノ如何 テ概 定 ス

ル事 テ得 ベ ク、 之 二依 リテ牧 容 上 、 豫 防 上 多 大

ノ便 宜 チ得 ラル ・モ ノ トナ ス。

培 養 ハ 然 ル後 所 要 日薮 ヲ縫 テ之 二決 定 的根 殊 ラ

附 與 シ得 ト難 モ、 殊aschubweise二 千攣 萬 化

ス ル時期 ニ ア リテ ハ ソ ノ動 態 ラ知 ル上 二 日数 ノ

關 係 二 於 テ讃 影 ニ ー 簿 テ楡 スル モ ノア リ。 此 意

味 二於 テ モ正 シ ク讃 影 ノ意 義 テ知 ル コ トハ稗 盆

スル所 多大 ナ ル モ ノ アル ヲ思 ハ シム.

而 シテ 此際 特 二 強張 セ ン ト欲 スル所 ノモ ノハ喀

疲 二於 ケ ル結 核 菌排 泄 ハ殆 ン ド常 二 所謂 細 葉 性

文

1>.岡,片 倉,日 本 臨 抹 結 核.第1巻829頁 〆昭

和15年).2ノ 田 村,結 核 第17巻 ・913頁.〈 昭

拉 行 施 行 ス ル所 ア リキ。 今軍 純 塗 抹標 本 上 検査

成績 陰 性 ナ リ シ79名 ・:一就 キ而 モ 簡 潔 テ 期 スル

爲之 テ表示 ス ル ニ第3表 ノ如 クナ リヌe

第3表 輩純 塗抹標 本検査陰性、培養 陽性例

乃 チ集 菌 法 二 依 リテ 漸 ク 全 培 養 陽性 例 ノ19%

テ補 足 シ得 ル ノ ミ.而 シテ軍 ナ ル塗 抹標 本 ニ テ

陽 性 ナ ル15例 ノ被 検 例 中3名 二 於 テ 却 ツテ集

菌 ノ結 果 陰 性 成 績 テ得 タ リ。注 意 ス可 キ ゴ トナ

リ。

論

結 節 性 陰 影 叉 ハ ソ ノ癒 合 セ ル モ ノニ 俘 フ事 實 ニ

シテ、 ソ ノ外 少 数 ニ ハ禰 蔓 性 陰 影 テ有 スル モ ノ

ニ モ然 ル づ トアル ヲ知 リ得 ルナ リ
。 但 シ此 逆 ハ

必 ズ シモ眞 ナ ラズ シ テ、 斯 ル影 像 テ有 スル モ ノ

ノ少 薮 ニハ数 同培 養 スル モ毎 常 陰 性 二終 リ、 ヨ

ク包 埋 セ ラ レ タル モ ノ ア ル テ示 ス.例 外 トシテ

純 埣 ナル 血 行播 種 之 二 入 ル。 軍 ナル 李面 撮 影 二

依 リテ肋 膜 癒 著 像 、 肺 門 陰 影 増 大 、 明瞭 ナル石

灰 化 像 ノ 乏ノモ へ 雛 襲 歌 陳 蕪 竈 テ認 メ シムモ

ノハ培 養 二 依 リテ モ矢 張 リ毎 常 陰 牲 ナ リ。

欄 筆 ス ル ニ臨 ミ日置 所 長 ノ御 指 導 拉 二御 校 閲 テ

謝 シ奉 ル。

獄

和14年).
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       Die Deutung der  Brustrontgenbilder von  tuberkulOsen Kranken 

            hinsichtlich der Bacillenausscheidung im Auswurfe. 

                                    Von 

                              Masatoshi  Sonobê. 

 (Aus dem  Kriegsbescheidigten-Ishikawa-Heilanstalt, Direktor  und leitender Arzt Dr. M.  Ileki. 

    Bei den  verschiedenen Formen der  aufgenommenen  tuberkulOsen  Kranken (bes. 

derjenigen 263, bei denen die Tb-Bacillenkultur aus dem Auswurfe mikroskopisch negativ 
war) wurde die  ROntgenaufnahme der Brust  und die Kultur des Auswurfes fast zu 
gleicher Zeit  ausgefiihrt,  urn zu konstatieren, bei  welchen Formen der  ROntgenbilder 
die Tb-Bacillen im Sputum ausgeschieden  und bei  welchen sie nicht ausgeschieden werden. 
Die  ROntgenaufnahme wurde mit  gewOhnlichen Filmplatten, die Kultur des Auswurfes 
mit dem  Oka-Katakura-Nahrboden bei  ein  und demselben Kranken mehrmals  ausgefiihrt . 
Die Ergebnisse werden folgendermassen  zusammengefasst. 

    1. Die Kultur der Tb-Bacillen im Auswurfe fiel bei den Kranken  negativ aus , bei 
 welchen 

    a, nur die Verwachsungen der  Pleurablatter , 
    b, nur die Verdichtungen des Lungenhilus, 

    c, die manifest peribronchitischen Schatten, 
    d, die Verkalkungen allein 

 im  ROntgenbild nachgewiesen wurden. 
    2. Die mehr oder weniger weit verbreiteten Infiltrierungen, die sich aber entweder 

ziemlich schnell in runzelige Schatten oder in Verkalkungen verwandelten  und den kno- 
tigen Anteil nicht mehr beobachten liessen, stimmten mit negativen Ergebnissen der 
Bacillenkultur  iiberein. 

    3. Die Kranken mit rein  hamatogenen Disseminierungen schieden keine Bacillen in 
dem Sputum aus. 

    4. Die  Aktivitat der  Friihinfiltrierungen wird durch die  Bacillenztichtung bestimmt . 
    5. Diejenigen, die  grOssere oder kleinere  acinOsnodOse Infiltrierungen zeigten , 
 batten meistens die sog. offene Lungentuberkulose . 

    Die Verkalkungen  und die runzeligen Schatten brechen diese Regel nicht , wenn sie 
mit den  KnOtchen  zusammen vorkommen. 

    6. Bei der kleineren Anzahl von Fallen der  nodOsen Infiltrierungen  fielen jedoch 
die Bacillenkulturen im Auswurfe jedesmal negativ aus. Die Bacillen konnten bei diesen 
Fallen weder durch die einfachem mikroskopischen  Untersuchungen noch durch die 
Anreicherungsmethode nachgewiesen werden. 

    7. In vier Fallen mit diffuser Vernebelung wurden die  Buuillen in  dem  Sputum
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entdeckt. 
    Auf Grund obiger Resultate kann man durch die  ROntgenaufnahme schnell bestimmen, 
ob die Kradken der offenen oder der nicht-offenen  Lungentuberkulose  angehOren. Die 
Kultur dient danach zum sicheren Nachweis des  ROntgenbefundes. Nur im Falle von 

 nodOsen Infiltrierungen ist besondere Sorgsamkeit der Untersuchung wegen der Alter-
native von Satz 5  und 6 geboten.  Im Zweifelsfalle wird man mit der offenen Lungen-
tuberkulose zu rechnen haben. Die  BrustrrOntgenbefunde bei  tuberkulOsen Kranken geben 
zwar die schnellsten  und eindeutigsten Ergebnisse, sind jedoch ebenso wie die Bazillen-
kultur nur  fiir einen augenblicklichen Krankheitszustand  gultig, der manchmal  aus-
serordentlich schnelle Entwicklungsstadien  durchlauft.  Durch ihre schnelle  Anwendungs-
mOglichkeit aber versprechen die  erwahnten Kenntnisse eines  Zusammenhangs von 

 ROntgenbild  und der entsprechenden Bacillenkultur prophylaktisch  und in der  tagliehen 
Praxis gewisse Nutzen.  Autoreferat  ) 
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    Cultivating 64 materials from various kinds of surgical tuberculosis, which showed 
in the table I, on glycerinated and not glycerinated Petragnani's egg media, we obtained 
64 strains of acid-fast bacilli. 

    Inoculation test in guinea-pigs and cocks showed that, of these 64 stains, there were 
9 strains (14,0%) of saprophytic acid-fast bacilli and 55  (85.9%) of mammalian tubercle 
bacilli, but none of avian type. 

    By subcutaneous,  intradermal and intraocular injections of various doses of bacilli 
in rabbits, of these 55 strains of mammalian  tubercle bacilli, 52 strains  (94.5%) are deter-
mined to be the human type and 3  (5.5%) to be the bovine type. (table I) 

                                 Table I. 
           The Kinds and Number of materials, Results of Isolation and 

                      Types of isolated  Tubercle  Bacilli. 

             Materials Results of Isolation , Types of isolated                                                                   Tubercles Bacilli  

             KindNumber SaprophyticITubercle HumanBovine                                        Acid-fast Bac. I  Bacill   type   type 

     Cervical 20 2 17 15 2  (11.8%) 
Lymphgland Axillary 3 0 3 3 0 

   Inguinal 1 0 1 1 0 

    Hip-joint 3  0 3 3 0 
 Bone and Knee-joint 1 0 1 1  - 0 
 Joint Pubic-bone 1 0 1 1  0 
   Sternum 1 0 1 1 0 

 Genito- Kidney 6 3 6 6 0 
 Urinary Epididymis 4  H 0  4 4 0




